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「
就
学
前
教
育
」っ
て
な
に

　
就
学
前
教
育
と
は
、小
学
校
に
行

く
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
受
け
る

教
育
の
こ
と
で
す
。

　「
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
た
ち

に
教
育
が
必
要
か
」と
不
思
議
に
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、子
ど

も
た
ち
が
将
来
羽
ば
た
く
た
め
に

は
、こ
の
就
学
前
教
育
が
と
て
も
大

切
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

に
は
様
々
な
経
験
が
必
要
。
友
達

と
試
行
錯
誤
し
夢
中
に
な
っ
て
遊

ぶ
こ
と
で
心
身
と
も
に
強
く
、豊
か

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
多
く
の
経

験
か
ら
学
ん
だ
力
は
、そ
の
後
の
成

長
に
大
き
く
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、子
育
て
に
悩
む
家
族
を
支
え

る
こ
と
も
就
学
前
教
育
の
大
切
な

役
割
で
す
。

　
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
た
め

の
施
策
は
進
ん
だ
も
の
の
、ど
う
し

て
も
大
人
の
都
合
が
優
先
さ
れ
が

ち
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を

中
心
に
据
え
た
社
会
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、今
回
の
特
集
で
は
、長

浜
市
の
教
育
・
保
育
、大
切
に
し
て

い
る
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

心
の
絆
を
つ
く
る

　
乳
幼
児
期
に
大
切
な
こ
と
と
し
て「
愛
着

形
成
」が
あ
り
ま
す
。「
愛
着
」と
は
子
ど
も

が
身
近
な
大
人(

養
育
者)

に
対
し
て
も
つ

「
心
の
絆
」
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に

「
身
近
な
大
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
」、

「
不
安
な
と
き
避
難
で
き
る
安
心
基
地
が
あ

る
こ
と
」な
ど
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
温

か
く
受
け
止
め
認
め
ら
れ
る
経
験
の
繰
り

返
し
に
よ
り
育
ま
れ
ま
す
。「
心
の
絆
」
を

持
っ
た
子
ど
も
は
、自
分
が
大
切
な
存
在
で

あ
る
と
い
う
意
識
に
も
つ
な
が
り
、自
己
肯

定
感
や
人
へ
の
関
心
や
信
頼
感
が
高
ま
り
、

主
体
的
な
力
や
立
ち
直
り
の
感
情
を
調
整

す
る
力
、
我
慢
す
る
力
、
最
後
ま
で
や
り
抜

く
力
等
、人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で

必
要
な
「
非
認
知
能
力
」
を
身
に
付
け
て
い

き
ま
す
。

　
子
ど
も
が
自
身
の
世
界
を
拡
げ
大
き
く

成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、親
が
子
ど
も
へ

の
声
掛
け
や
見
守
り
、ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
心

が
け
る
と
と
も
に
、子
ど
も
の
個
性
や
主
体

性
を
認
め
な
が
ら
愛
情
を
持
っ
て
ゆ
っ
た

り
と
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

～就学前教育の重要性と取組み～
世界は未知の楽しさにあふれてる特集

 楽しく安心して子育てできるまちをめざしています！
　子育てには、悩みや不安がつきものです。また、お仕事などで多忙な日々を過ごしている保護者の子育て
を様々なサービスで応援しています。楽しく充実した子育てにお役立てください。

　お子さんの育児に関して不安や悩みはありませ
んか。子育て専門相談員が育児に関する様々な不
安や悩みをお持ちの保護者の相談に応じます。

　預かり保育は、就労など、家庭での子育てを支援
するために、市立幼稚園で、教育時間の前後(８時
30分～９時、14時～16時15分)と長期休業日に
預かりを中心とした保育を
行っています。
　お仕事をする保護者の手
助けが少しでもできればと
考えていますので、ご利用
ください。

　お子さんの病気は思ってもみないタイミングで
発症するものです。そばで看てあげたいけど、どう
しても仕事などで看病できない場合があります。
そんな時、保育士・看護師が
医師と連携して保育を行い
ます。
　お仕事等でお子さんの急
病に対応できない時などに
ご活用ください。

　国の幼児教育・保育の無償化に加え、長浜市では
多子世帯の経済的負担を軽減するため、保育料およ
び副食費について、子の年齢や所得に関係なく、第
２子半額、第３子以降を
無償とし、子育てしやす
い環境づくりを推進して
います。
※�詳しくは市ホームペー
ジをご覧ください。

▲子育て専門相談員の皆さん
　些細なことでもお気軽に相談ください。

【実施施設】 各市立幼稚園・保育園・認定こども園
【対　象】 �市内幼稚園、保育園および認定こども園

の在籍園児の保護者、未就園児の保護者
【問合せ】 各市立幼稚園・保育園・認定こども園

【実施施設】 各市立幼稚園
【対　象】 市立幼稚園に在籍する３～５歳児
【利用要件】 �「保育の必要性に係る事由」に該当し、

「保育の必要性の認定」を受けた場合
【費　用】 保育料：無料　おやつ代：実費負担
【申込み】 �利用要件など詳しくは市ホームページ

をご覧ください。
【問合せ】 幼児課(☎６５－８６０７)

【実施施設】 医療法人まちのほけんしつ
　　　　 病児保育室ぽかぽか
　　　　 (平方町321-3　☎６８－３２１６)
【対　象】 生後６か月～小学校６年生
【定　員】 ４人程度(疾患により変動)
【症状等】 �風邪や胃腸炎のほか、流行性疾患などで

特別な治療行為が必要ない状態
※�事前登録制。詳しくはホームページをご覧になるか

電話でお問い合わせください。

【問合せ】 幼児課(☎６５－８６０７)

長浜市教育委員会

教育長　板
い た

山
や ま

 英
ひ で

信
の ぶ

わ
く
わ
く
！

ど
き
ど
き
！

気
づ
き
！ 

発
見
！

子育ての不安や悩みを解消します

子育て相談窓口
多忙な保護者を支援します

幼稚園預かり保育

ほっと安心できる心のよりどころ

病児保育
子育てしやすい環境づくりに向けて

多子世帯保育料等の
負担軽減


